
学校番号 T3006 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 『新編国語総合 改訂版』（大修館書店） 

副教材等 教員作成プリントを用いる。 

１ 担当者からのメッセージ 

・国語総合は、文章の読解・作成や、コミュニケーション、日本語に関する知識など、社会で必要

な能力を高める科目です。国語は日常生活の基本であり、すべての学習の基本でもあります。 

・スマートフォンやコンピュータを用いて学び、学習状況に応じて補習や個別指導を行うことがあ

ります。 

・グループワークやディスカッションへの参加を求め、評価の対象とすることがあります。 

 

２ 学習の到達目標 

到達目標は、単元ごとに明示します。目標をどれだけ達成しているかで、成績を算定します。 

１年を通した到達目標は、おおむね次の通りです。 

 

① 発展的な文章を的確に読解し、筆者の主張や文章の要点を理解できる。 

② 相手や場面に応じて、適切な文章を作成し、コミュニケーションを実践することができる。 

③ 基礎的な古文や漢文を読解し、現代の日本語がどのようにして形成されたのか理解できる。 

 

３ 評価規準 

観

点 

a: 関心・意

欲・態度 

b: 話す・聞く 

能力 
c: 書く能力 d: 読む能力 e: 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

朗読、発言、クラ

スメイトへの手

助けなど、集団

に貢献している

か。 

 

意欲的に学習に

取り組んでいる

か。 

課題や場面に応

じて、適切な言

葉使いで話すこ

とができている

か。 

 

相手の話を聞く

態度が適切であ

るか。 

課題や目的に応

じて、適切な語

句や文法を使っ

て文章を書けて

いるか。 

様々な文章の特

徴を理解し、趣

旨や要点を的確

に読み取ってい

るか。 

日本の伝統的な

言語・文字文化

について理解し

ているか。 

 

語句の意味を正

しく理解し、漢

字を正しく読み

書 き し て いる

か。 

評
価
方
法 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・行動の観察 

・相互評価 

・考査 

・提出物の点検 

・相互評価 

・考査 

・提出物の点検 

・考査 

・提出物の点検 

・考査 

「観点の趣旨」の達成度を、それぞれの「評価方法」を用いて評価し、学期末に成績を算定す

る。 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

評価の観点 評価方法 
a b c d ｅ 

前
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

前
期 

文
法
と
語
句 

・発展的な文章を読み解くた

めの、重要な語句や文法を学

ぶ。 

○   ○ ◎ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 文章の語句を正しく

理解して、本文を読めて

いるか。 

e: 語句の意味を正しく

理解し、漢字を正しく読

み書きしているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 

福
岡
伸
一
『
生
き
る
こ
と
と
食
べ
る
こ
と
の
意
味
』 

・論理的な文章を読み、筆者

の主張や重要なポイントを的

確に把握する。 

 

・文章の「引用」について、要

点と方法を学習する。 

 

・科学的な文章や、図やグラ

フに書かれている情報を読み

取る練習をする。 

〇 ○ 〇 ◎ 〇 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

b: 引用文を人前でわか

りやすく発表できてい

るか。 

c: 引用の方法を理解し、

自分で引用文が書けて

いるか。 

d: 本文に即して筆者の

主張を理解しているか・

図やグラフから正しく情

報を読み取っているか。 

e: 語句の意味を正しく理

解し、漢字を正しく読み

書きしているか。 

・行動の観察 

・相互評価 

・提出物の点検 

・考査 



詩
歌 

・詩歌の鑑賞方法を学ぶ。 

・詩歌に用いられる修辞技法

を学ぶ。 

 

・修辞技法を活用して、詩歌

を自作する。 

○ 〇 〇  ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

b: 詩歌を読んで感じた

ことや自分の解釈など

を、適切に話し合うこと

ができるか。 

c: 様々な修辞技法を活

かして詩歌を自作でき

るか。 

e: 詩歌に用いられる修

辞技法について、その効

果や意味を理解してい

るか。 

・行動の観察 

・相互評価 

・提出物の点検 

・考査 

兼
好
法
師
『
徒
然
草
』 

・『徒然草』の作者や内容につ

いて学ぶ。 

 

・『徒然草』を読み、筆者の考

えや印象について考える。 

 

・中世日本語の文法や文体に

ついて、平安時代の貴族文

学との違いを考える。 

○   ○ ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか、意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 現代語訳を参考に、

『徒然草』の内容を読み

取れているか。 

e: 中世日本語の文法や

文体の特徴を理解でき

ているか、『徒然草』に

ついて概要を知ってい

るか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 

漢
文
「
故
事
」 

・漢文の訓読方法について正

しく理解し、自分で漢文を書

き下し文にする。 

 

・故事や史話に関する漢文を

読み、文章の内容や意味を

正しく読み取る。 

 

・故事成語やことわざに関す

る知識を増やす。 

○   ○ ◎ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 現代語訳を参考に、

漢文の内容を正しく読

み取れているか。 

e: 語句の意味を正しく

理解し、漢字を正しく読

み書きしているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 



夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』 

・夏目漱石の作品や、作品が

書かれた時代背景について

学習する。 

 

・『夢十夜』を読み、内容の解

釈について自分なりの意見を

持ち、交流する。 

 

・小説の中に用いられている

象徴的な語句や修辞技法を

学習する。 

○ ○   ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

b: 本文を読んで感じた

ことや、解釈の方法につ

いて、的確に話すことが

できるか。 

e: 文学的な文章に用い

られる修辞技法につい

て、これまでの学習内容

を踏まえて正しく理解

できているか。 

・行動の観察 

・相互評価 

・提出物の点検 

・考査 

古
文 

・中近世の古典文学作品につ

いて、その概要を学ぶ。 

 

・現代語訳を参考に、本文の

内容を的確に読み取る。 

 

・中世から近世にかけての文

法や文体の変化を学ぶ。 

○   ○ ◎ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 古文の内容につい

て、的確に読み取ってい

るか。 

e: 中世から近世にかけ

ての文学作品の特徴や、

文法や文体の変遷につ

いて理解しているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 



後
期 

村
上
春
樹
『
鏡
』 

・村上春樹や『鏡』の概要につ

いて学ぶ。 

 

・作者の「語り方」に気をつけ

ながら、本文を読解する。 

 

・鏡に写ったものの正体や物

語の結末について、自分の考

えを持ち、話し合う。 

 

○ ○  ◎ ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか、意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

b: 鏡に写ったものの正

体や、物語の結末につい

て、自分なりの解釈を的

確に発表できているか。 

d: 作者の「語り方」や、

本文中の微妙な語句の

変化について、その意図

を読み取れているか。 

e: 村上春樹やその作品

の特徴について理解し

ているか、語句の意味を

正しく理解し、漢字を正

しく読み書きしている

か。 

・行動の観察 

・相互評価 

・提出物の点検 

・考査 

『
平
家
物
語
』 

・『平家物語』が成立した時代

背景や歴史的経緯を学ぶ。 

 

・現代語訳を参考に、本文の

内容を読み進める。 

 

・『平家物語』の文体の特徴や

印象に残った場面について

作文する。 

○   ○ ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか、意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 本文の特徴や仮名遣

いに注意して、内容を把

握できているか。 

e: 『平家物語』が成立し

た背景や文学史上の位

置づけについて理解で

きているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 

漢
詩 

・漢詩について、技法や規則

等の概要を学ぶ。 

 

・様々な漢詩を読み、表現技

法や印象について考える。 

○    ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか、意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

e: 漢詩の規則や、日本

における漢詩の文学史

的位置づけについて理

解しているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 



姜
尚
中
『
何
の
た
め
に
「
働
く
」
の
か
』 

・これまでの学習内容を踏ま

え、やや難易度の高い評論

文を的確に読解する。 

 

・文章中の語句について、本

文を根拠に筆者の定義を的

確に読み取る。 

 

・筆者の主張と自分の勤労観

とを照らし合わせて作文す

る。 

○  ○ ○ ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか、意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

c: 筆者の勤労観と自己

の勤労観とを対比し、適

切な語句を用いて作文

できているか。 

d: 文章中の語句の定義

について、本文を根拠に

理解できているか・筆者

の勤労観を的確に読み

取っているか。 

e: 語句の意味を正しく

理解し、漢字を正しく読

み書きしているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 

百
人
一
首 

・百人一首について、歴史的

背景や文学史的位置づけを

学習する。 

 

・和歌の修辞技法や和歌史の

変遷について学習する。 

 

・現代語訳を参考に自分の好

きな和歌を選び、調べた内容

を紹介する。 

○ ○   ○ 

a: 意欲的に調査に取り

組んでいるか。 

b: 自分の気に入った和

歌について、調査した内

容を論旨明確に発表で

きているか。 

e: 百人一首や和歌の概

要を理解しているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・相互評価 

・考査 

橋
爪
大
三
郎
『
政
治
の
本
質
』 

・これまでの学習内容を踏ま

え、やや難易度の高い評論

文を的確に読解する。 

 

・文章中の語句について、本

文を根拠に筆者の定義を的

確に読み取る。 

 

○   ○ ○ 

a: 朗読、発言、クラスメ

イトへの手助けなど集

団に貢献しているか・意

欲的に学習に取り組ん

でいるか。 

d: 文章中の語句の定義

について、本文を根拠に

理解できているか、筆者

の政治観について、本文

を根拠に的確に読み取

っているか。 

e: 語句の意味を正しく

理解し、漢字を正しく読

み書きしているか。 

・行動の観察 

・提出物の点検 

・考査 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。        


